
トキ田圃・ビオトープ造成事業報告

能登ﾄｷファンクラブでは今年度事業としてトキ田圃・ビオトープの造成を

行いトキの餌の確保の在り方の実証実験を実施しています、本報告書はそ

の経過報告であります。

・トキ田圃

トキ田圃 トキ田圃は田圃の1部を田植えせず

トキの餌場とするものです。

　　普通に田植えをする 本法は地区ごとに餌場の面積を計画

的に確保することが可能であり、状

田植えを 況に応じて年ごとに田圃の場所を変

せず餌場 更することも出来る利点があります。

とする ただ、田圃では中干作業があり、そ

の時に餌が無くなることが予測され

ます、能登ﾄｷファンクラブでは田植え後と中干後の2回生物調査を実施し

トキ田圃の有効性を検証します、6月3日の今回田植え後の生物調査を行い

ました。

・ビオトープ（生物環境を維持しトキをはじめ多くの生物に生活空間を提供

する水辺空間）

今回造成したビオトープは「ビオトープ能里の池」と銘々し、5月25日

に造成しました。

造成前の草刈り 造成中 　　造成後

造成当初は生物が存在しませんが徐々に増加して行きますのでその経

過を生物調査により観察します、今回は1回目の調査です。



生物調査に関する報道

生物調査の結果は次ページです
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穴水町の生き物調査（令和 5年 6月 3日） 

１．調査場所 

①実験トキ田圃（小又地区） 

 ②ビオトープ能里の池 

 

 

実験トキ田圃（小又地区） 

 

ビオトープ能里の池 

 

２．調査者 

能登トキファンクラブ 会員 4名、石原一彦（石川県希少種保全推進員） 

 

３．調査方法 

 タモ網を使用して調査地内の生き物を捕獲した。目撃した生き物についても記録した。周辺で

見つけた生き物も記録した。 

 

４．調査結果 

（１）実験トキ田圃（小又地区） 

 実験トキ田圃とその周辺にある水路で見つけた生き物の種類を表１－１に示す。 

 

実験トキ田圃の中で見つけた生き物 

 

周辺の水路で見つけた生き物 

実験トキ田圃（小又地区）とその周辺の水路で見つけた生き物 
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・実験トキ田圃の中では、マルタニシ、カエル類の幼生（オタマジャクシ）の姿が多く見られ

た。また、アカハライモリが 6頭（オス成体 2頭、メス成体 4頭）見つかった。 

・実験トキ田圃ではモリアオガエルが複数鳴いており、畔でモリアオガエルの卵塊が 3個見つか

った 

・周辺の水路からは、魚類ではタカハヤとカジカ、貝類ではカワニナ、水生昆虫ではフタスジモ

ンカゲロウ（幼虫）、オニヤンマ（幼虫）など流水域に特徴的な水生動物が見つかった。 

・見つかった水生カメムシ類はオオコオイムシのみ、また水生コウチュウ類はクロズマメゲンゴ

ロウのみであり、止水域に生息する水生昆虫類は少なかった。 

 

今回調査を行った実験トキ田圃では、マルタニシ、アカハライモリ、ニホンアカガエル類等の

カエル類の幼生、モリアオガエルが多く見つかり、良好な止水環境であることがうかがえる。 

 一方、流水環境に目をやれば、魚類はタカハヤとカジカが見つかり、いずれも河川の上流域を

中心に生息する魚種である。この小又地区の実験トキ田圃がある谷内を流れる川は二級河川 小

又川の支流である。この支流の下流側は三面護岸であり、小又川本流とは魚類の往来はほとんど

ないものと推察される。今回タカハヤとカジカが見つかったことから、この谷内に良好な流水環

境が残っていることがうかがえる。今後さらに魚類の調査を行ってみたい。 
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表１－１ 実験トキ田圃（小又地区）とその周辺の水路で見つけた生き物 

 

注）表中の数字は捕獲個体数を示す。 

No. 種　名 実験トキ田圃内 周辺の水路 備　考

1
有尾類

アカハライモリ
6

（2オス、4メス）

1

（1メス）
成体

2 ニホンアマガエル 5 6 幼生（オタマジャクシ）

3 アカガエル類 2 1 幼生（オタマジャクシ）

- カエル類（幼生、種不明） 2 幼生（オタマジャクシ）

4 モリアオガエル 卵塊3、鳴声

5 コイ科 タカハヤ 1

6 カジカ科 カジカ 1

7 マルタニシ 16 2

8 カワニナ 2

9 二枚貝類 ドブシジミ 1

10 カゲロウ目 フタスジモンカゲロウ 1 幼虫

11 オニヤンマ 6 幼虫

12 シオカラトンボ属 2 1 幼虫

13 アカネ属 1 幼虫

14 カワゲラ目 カワゲラ科の一種 1 幼虫

15 カメムシ目 オオコオイムシ 1 成虫

16 コウチュウ目 クロズマメゲンゴロウ 1 成虫

17 ヒル類 1

生物群

環形動物

無尾類

両生類

魚類

巻貝類貝類

トンボ目

昆虫類
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（２）ビオトープ能里の池 

 乙ヶ崎のビオトープ能里の池は、造成されてから１週間ほどしか経っていない。今回は、表２

－１に示す水生昆虫が見られた。 

 

表２－２ ビオトープ能里の池で目撃した水生昆虫 

No. 目名 種 名 備 考 

1 トンボ目 シオヤトンボ？ 池の浅瀬で産卵行動が見られた 

2 カメムシ目 ヒメアメンボ類 目撃個体数は多い 

3 マツモムシ １頭のみ目撃 

4 コウチュウ目 ゲンゴロウの小型種 １頭のみ目撃のため種不明 

 

 また、このビオトープの周辺にある湿地や小川を調べたところ、表２－２に示す生き物が見つ

かった。 

 

表２－２ ビオトープ能里の池の周辺で見つけた生き物 

No. 生物群 種 名 備 考 

1 爬虫類 トカゲ類 ニホンカナヘビ  

2 両生類 有尾類 ホクリクサンショウウオ 幼生 3頭 

3 魚類 ドジョウ科 ドジョウ 3 尾捕獲 

4 ハゼ科 シロウオ 地方名「 いさざ」、小川で 7尾捕獲 

5 チチブ類 4 尾捕獲 

6 ヨシノボリ類 2 尾捕獲 

7 甲殻類 カニ類 ベンケイガニの一種 1 頭捕獲 

8 モクズガニ 1 頭捕獲（幼ガニ） 

9 昆虫類 ハエ目 ガガンボ科の一種 幼虫 

 

 今後、ビオトープ能里の池にはさらに水生昆虫が飛来してくることを期待したい。定期的な調

査を行い、水生昆虫の変化の様子を確認したい。また、周辺の生き物の調査も進めたい。 

 

 

（３）その他 

 乙ヶ崎集落内で穴水湾に直接つながる水路で貝類のイシマキガイを見つけた。本種は海から遡

上してくる巻貝類である。 

以上  
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見つけた生き物の写真（穴水町、令和 5年 6月 3日） 

 

 

アカハライモリ（上：メス成体、下：オス成体） 

 

ニホンアマガエル（幼生） 

 

 

アカガエル類（幼生） 

 

畔に産み付けられたモリアオガエル卵塊 

 

 

タカハヤ 

 

カジカ 
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見つけた生き物の写真（穴水町、令和 5年 6月 3日） 

 

 

マルタニシ 

 

カワニナ 

 

 

ドブシジミ 

 

フタスジモンカゲロウ（幼虫） 

 

 

オニヤンマ（幼虫） 

 

シオカラトンボ属（幼虫） 
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見つけた生き物の写真（穴水町、令和 5年 6月 3日） 

 

 

アカネ属（幼虫） 

 

カワゲラ科の一種（幼虫） 

 

 

オオコオイムシ 

 

クロズマメゲンゴロウ 

 

 

ヒル類 
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見つけた生き物の写真（穴水町、令和 5年 6月 3日） 

 

 

ホクリクサンショウウオ（幼生） 

 

ドジョウ 

 

 

シロウオ 

 

チチブ類 

 

 

ヨシノボリ類 

 

ガガンボ科の一種（幼虫） 
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見つけた生き物の写真（穴水町、令和 5年 6月 3日） 

 

 

ベンケイガニの一種 

 

モクズガニ（幼ガニ） 

 

 

イシマキガイ 

 

イシマキガイ 

 

 


